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担当教員

章　潔

講義概要 　本授業は、中国語の語学の勉強を中国の社会・文化事情の中に入れて、進行するものである。授業は、配布
資料のほか、映像を用いて諸テーマに関わる説明を行い、学生に理解を深めてもらう。

授業計画 １ 中国の国土と地理
学習課題　復習：オリエンテーションの内容の確認とシラバスの概要を読むこと
　　　　　　　予習： 中国の国土と地理について調べる

①　中国の地図を紹介する
②　中国首都名・省名・省都名・主要都市などを紹介する
③　中国首都・主要都市を地図で確認する
④　世界の中の中国
⑤　西高東低の地形
⑥　大陸性温帯モンスーン気候
⑦　三つの主要な自然地域

２ 中国の歴史
学習課題　復習：第①の主要内容
　　　　　　　予習：中国の歴史について調べる。

①　辛亥革命以前の歴史を概観する
②　封建王朝の中で、主に秦、唐、清の三つの王朝を挙げて紹介する
③　皇帝について説明する
①　中国共産党と国民党について解説する
②　中華人民共和国の成立について解説する
③　台湾問題

３ 中国の経済事情
学習課題　復習：第②の主要内容
　　　　　　　予習：社会主義について調べる

①　社会主義体制の形成
②　社会主義経済
③　改革開放と中国経済
④　中国モデル社会主義の帰結
⑤　上海万博、北京オリンピックの開催
⑥　中国の高度経済成長とその問題点

４ 中国の人口問題
学習課題　復習：第③の主要内容
　　　　　　　予習：中国の人口、一人っ子政策について調べる

①　中国の人口爆発とその構図変動
②　一人っ子政策の登場から法制化へ
③　中国における人口、食糧問題
④　一人っ子政策の直面する難題
⑤　巨大中国都市にみる人口
⑥　人口高齢化と社会保障制度
⑦　少数民族人口事情

５ 中国の食文化
学習課題　復習：第④の主要内容
　　　　　　　予習：中華料理について調べる

①　中国の食文化の歴史
②　地域分類と八大菜系
③　中華料理の調理方法と食事マナー
④　日本における四大中国料理
⑤　食の安全問題

６ 中国の環境問題
学習課題　復習：第⑤の主要内容
　　　　　　　予習：ＰＭ2.5について調べる

①　中国の大気汚染と経済発展
②　ＰＭ２．５と越境大気汚染
③　中国の水事情

７ 中国の観光
学習課題　復習：第⑥の主要内容
　　　　　　　予習：海外旅行の基礎知識について調べる

①　中国旅行の基礎知識
②　注意事項
③　中国の有名な観光スポット
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８ 中国の文学①
学習課題　復習：第⑦の主要内容
　　　　　　　予習： 中国の古典文学

①　『三国演義』の作者と紹介
②　『西遊記』の作者と紹介
③　『水滸伝』の作者と紹介
④　『紅楼夢』の作者と紹介

９ 中国の文学②
学習課題　復習：第⑧の主要内容
　　　　　　　予習：中国の近現代文学

①　魯迅と日本
②　武侠小説と金庸
③　言情小説

１０ 中国の思想
学習課題　復習：第⑨の主要内容
　　　　　　　予習：孔子・孟子について調べる

①　孔子と論語
②　孟子と性善説

１１ 中国の教育
学習課題　復習：第⑩の主要内容
　　　　　　　予習：中国の教育について調べる

①　中国の小学校
②　中国の中学校
③　中国の高校
④　中国の大学

１２ 中国の祝祭日
学習課題　復習：第⑪の主要内容
　　　　　　　予習：中国の旧正月について調べる

①　中国の旧正月の過ごし方
②　年越しの風習
③　端午節、七夕節、重陽節

１３ 中国の道教
学習課題　復習：第⑫の主要内容
　　　　　　　予習：中国の道教について調べる

①　道教とは
②　道教の神様
③　道教と道観
④　道教と中国文化

１４ 中国の遊びとゲーム
学習課題　復習：第⑬の主要内容
　　　　　　　予習：中国の遊び・ゲームについて調べる

①　中国の人気の遊び、ゲームについて紹介する
②　一つのゲームを取りあげて。ルールの説明をする
③　グループに分けてチャンレンジする

１５ 総括
学習課題　復習：第⑭の主要内容
　　　　　　　予習：レポートをまとめる

①　課題をレポートにまとめる
②　発表する

授業形態 講義

到達目標 ① 中国社会に関心を持ち、自ら資料などを探し、より深く知ろうとする。
② マスコミで報道されている中国像と比較して、客観的に中国を知ることができる。
③ 中国語でコミュニケーションを取ることができる。
④ 中国社会、文化、風習について理解でき、日本社会と比較できる。
⑤　ＨＳＫ中国語検定2級にチャレンジできる。

評価方法 　定期試験の成績を40％とし筆記試験を行う。筆記試験は授業のテーマごとに記述問題を出す。また、定期的
に課題レポートを出し、その内容を評価する。

評価基準 授業態度、口頭練習の積極性30％、課題レポート30％、定期試験40％。

教科書・参考書  テキスト：特に指定しない。
 参 考 書：授業内容に合わせて別途提示する。

履修条件

履修上の注意 　中国の留学生と積極的にコミュニケーションを取ってほしい。留学生から中国文化事情を聴き、お互いに意
見交換をしてほしい。

オフィスアワー 授業以外の時間（9時から17時までの間）ならいつでも気軽に訪ねてください。

備考・メッセージ 　　外国のことを学ぶ大事な目的の一つは「相手とのコミュニケーション」である。お互いに理解し合えば、
相手との距離はぐっと縮まる。皆さんと最後まで楽しく中国語を学び、そして学んだことでたくさんの友人を
作ることができるよう願っている。
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